
[付属資料]
1. 調査団員・氏名

2. 調査行程

3. 関係者(面会者)リスト

4. 当該国の社会経済状況

5. ミニッツ(基本設計調査)

6. ミニッツ(第2次基本設計調査)

7. ミニッツ(基本設計概要書説明調査)

8. 基本設計概要表

9. 入手資料リスト

10. インドネシア国側負担経費積算根拠



1.　調査団員・氏名



A-1

1.　調査団員・氏名

基本設計調査 (2003 年 4 月 13 日～5月 13 日)

(1) 奥山　　明　(総括)

国際協力事業団　無償資金協力部業務第四課　課長

(2) 久下　勝也　(計画管理)

国際協力事業団　無償資金協力部業務第四課

(3) 安松　　茂　(業務主任/施設計画)

㈱ 久米設計

(4) 鋤柄　直純　(生物多様性：植物/微生物)

㈱ 久米設計

(5) 土居　正典　(博物館学/環境教育)

インテムコンサルティング㈱

(6) 高井　壮一　(機材計画)

インテムコンサルティング㈱

(7) 浜野　　修　(施設設計/自然条件調査)

㈱ 久米設計

(8) 奥山　重也　(建築調達/積算)

㈱ 久米設計

(9) 片倉　淑乃　(機材調達/積算)

インテムコンサルティング㈱

第 2次基本設計調査 (2003 年 8 月 3 日～8月 7日)

(1) 大竹　祐二　(総括)

国際協力事業団　インドネシア事務所　次長

(3) 岩槻　邦男　(技術参与)

放送大学　教授

(4) 久下　勝也　(計画管理)

国際協力事業団　無償資金協力部業務第四課

(4) 安松　　茂　(業務主任)

㈱ 久米設計
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基本設計概要書説明 (2003 年 10 月 19 日～10 月 25 日)

(1) 大竹　祐二　(総括)

独立行政法人国際協力機構　インドネシア事務所　次長

(2) 久下　勝也　(計画管理)

独立行政法人国際協力機構　無償資金協力部業務第四課

(3) 安松　　茂　(業務主任/施設計画)

㈱ 久米設計

(4) 鋤柄　直純　(生物多様性：植物/微生物)

㈱ 久米設計

(5) 三好　謙三　(機材計画)

インテムコンサルティング㈱

(6) 安井　智彦　(施設設計)

㈱久米設計

(7) 片倉　淑乃　(機材調達/積算)

インテムコンサルティング㈱



2.　調査行程
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2.　調査行程

基本設計調査日程　（2003 年 4 月 13 日～5月 13 日）

No 月日 曜日 午　　前 午　　後

1 4 月 13 日 日 高井団員　成田→ →ジャカルタ

2 14 日 月 JICA インドネシア事務所協議 プロ技協協議

RCB スケジュール協議

3 15 日 火 ボゴール植物部・微生物部調査 RCB 協議

機材現地代理店調査

4 16 日 水 官団員、コンサル団員　成田→

高井団員

→ジャカルタ

5 17 日 木 LIPI 表敬

日本国大使館表敬・協議

JICA インドネシア事務所協議

LIPI 協議

BAPPENAS 表敬

6 18 日 金 チビノン動物標本館調査

建設予定地調査

RCB 協議

7 19 日 土 ボゴール植物部・微生物部調査 RCB 協議

8 20 日 日 ジャカルタ国立博物館調査 資料整理

9 21 日 月 RCB 協議

自然条件調査再委託見積徴集

RCB 協議、自然条件調査再委託見積

徴集、気象庁調査

10 22 日 火 RCB 協議、自然条件調査再委託サイ

ト確認

RCB 協議

気象庁資料受領

11 23 日 水 RCB 協議

林業省、CIFOR 調査

ミニッツ署名

団内会議、奥山団員到着

12 24 日 木 日本国大使館報告

JICA ジャカルタ事務所報告

RCB 協議

バンドン博物館調査

官団員帰国、安松団員一時帰国

13 25 日 金 バンドンインドネシア教員大学調査

RCB 協議、既存施設調査

RCB 協議、既存施設調査

14 26 日 土 資料整理 団内会議、高等学校質疑書作成

15 27 日 日 資料整理 資料整理、安松団員到着

16 28 日 月 RCB 協議

林業省ボゴール事務所調査

微生物部既存施設調査

17 29 日 火 RCB 全体会議 植物部要請施設ヒアリング

18 30 日 水 植物部要請施設ヒアリング

ボゴール農科大学調査

植物部要請施設ヒアリング

ボゴール植物園 NGO 調査

19 5 月 1 日 木 JICA 中間報告

グヌンハリムン国立公園PHKA調査

植物部要請施設ヒアリング、植物部

既存研究施設調査

グヌンハリムン国立公園PHKA調査

20 2 日 金 プロ技協専門家聞取り調査、動物標

本館現況調査

RCB 要求施設ヒアリング

21 3 日 土 資料整理 団内会議

22 4 日 日 資料整理 資料整理

23 5 日 月 JICA 中間報告（環境教育、生物多様

性団員他）、BAPPENAS 資料受領、

KEHATI 財団調査

世銀（GEF）調査

土居、鋤柄団員帰国

24 6 日 火 植物部にて移転に関する意見聴取、

インフラ調査（ボゴールガス会社、

チビノン TELCOM）、ボゴール消防

署調査

インフラ調査（チビノン水道局）
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25 7 日 水 インフラ調査（ボゴール PLN 電気） チビノン市役所建築確認申請調査、

BAPPEDA 施設調査、UNDP 調査

26 8 日 木 RCB 施設概要確認 測量会社中間報告、片倉団員帰国

27 9 日 金 RCB 施設概要確認 測量結果受領、高井団員帰国

28 10 日 土 資料整理 資料整理、団内会議

29 11 日 日 資料整理 資料整理、団内会議

30 12 日 月 JICA 調査結果報告 安松、浜野、奥山団員帰国

31 13 日 火 帰国

第 2次基本設計調査（2003 年 8 月 3 日～8月 7日）

No 月日 曜日 午前 午後

1 8 月 3 日 日 成田→ ジャカルタ

調査スケジュール協議

2 4 日 月 大竹団長参団

チビノンサイト、動物標本館調査

RCB 協議

植物標本館調査

3 5 日 火 RCB 協議 RCB 協議、ミニッツ案協議

4 6 日 水 ミニッツ署名(LIPI 本部にて) 日本国大使館報告

官団員、コンサル離ジャカルタ→

5 7 日 木 技術参与団員→関西空港

計画管理団員、コンサル→成田

基本設計概要書説明（2003 年 10 月 19 日～10 月 25 日）

No 月日 曜日 午前 午後

1 10月 19日 日 成田→ ジャカルタ

2 20 日 月 大竹団長参団

日本国大使館表敬・協議

RCB 協議

3 21 日 火 チビノンサイト調査

RCB 協議

RCB 協議

4 22 日 水 RCB 協議 RCB 協議、ミニッツ案協議

5 23 日 木 RCB 協議 BAPPENAS 協議

6 24 日 金 ミニッツ署名(LIPI 本部にて) 日本国大使館報告

官団員、コンサル離ジャカルタ→

7 25 日 土 計画管理団員、コンサル→成田



3.　関係者(面会者)リスト
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3.　関係者(面会者)リスト

＜インドネシア国側関連機関＞

1. インドネシア科学院(LIPI)

Prof. Dr. Umar Anggara Jenie (Chairman）

Suparka, S. Dr. (Vice Chairman)

Dr. Jan Sopaheluwakan (Deputy Chairman for Earth Sciences)

Dr. Lukman Hakim (Deputy Chairman for Scientific Services)

Dr. Anung Kusnowa (Deputy Chairman for Earth Sciences)

Dr. Endan Sukara (Deputy Chairman for Life Science Center)

Dr. Arjuno Brojonegoro (Executive Secretary)

2. 生物学研究センター(RCB)

Dr. Arie Budiman (所長)

＜植物部＞

Dr. Irawati (部長：Physiology）

Dr. Witjaksono, Ph.D.(Physiology)

Dr. Herwint Simbolon (Ecology)

Dr. Soedarsono Riswan (Ecology)

Mr. Uway W. Mahyar (Taxonomy))

Dr. Eko B. Walujo (Ethnobotany)

Dr. Yuyu Suryasari P.(Plant Genetic)

Ir. Ning Wikan Utami (Physiology)

Dra. Sumarni(Physiology)

Dr. Nuril Hidayati TH (Physiology)

Ir. Titi Juhaeti (Physiology)

Dr. Chairul, Apt.(Phytochemistry)

Dr. Elizabeth A. Widjaja (Senior staff , Taxonomy)

Dr. Katini Kramadibrata(Taxonomy)

Dr. Ir. Y. Purwanto, （Ethnobotany）

<微生物部＞

Dr. Yantyati Widyastuti (部長)

Dr. Rostiati Napitupulu

Dr. Dudi D. Sastraatmadja, APU (Microbiologist/ Applied Bioscientist)

Dr. Joko Sulistyo

Novik Nurhidayat

Drs. Maman Rahmansyah (Microbial Ecology & Physiology)

Dra. Dyah Supriyeti (Microbial Ecology & Physiology)
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Drs. Arwan Sugiharto (Microbial Ecology & Physiology)

<動物部＞

Dr. Siti Nuramaliati Prijono (部長)

Ir. Ristiyanti M. Marwoto, M.Sc., (Malacology)

Dr. Sri Sulandari

Ir. Ahmad Jauhau Arief

Dr. M. Syamasul Arifin Zein

Mr. Kustoto（Collection Manager）

Ms. Pudji Aswari (Collection Manager)

Mrs. Munspuni (Collection Manager)

Mr. Daejono (Collection Manager of Birds)

Dr. Rishyanti (Zoology Collection Manager of Malacology)

Ir. Edy B. Prasetyo, Head of Cooperation and Services Sub Division, Administration Division

3. ボゴール植物園

Dr. Dedy Darnaedi (ボゴール植物園 園長)

4. バイオテクノロジーセンター

Dr. Usep Soetisna (所長)

5. インドネシア国家開発企画庁(BAPPENAS)

Dra. Leila R. Komala (Deputy Chairman for Hurman Resources )

Dr. Ir. Basuki Yusuf Iskandar, MA ( Director of Culture Science and Technology)

Dr. Ir. Agus Prabowom (Director of Natural Resources and Environment)

Mr. Medrizam (Head of environmental Div.)

Mr. Indra Darmawan, MSc (Head of Natural Resources div.)

6. Metrology and Geophysical Agency

Mr. Fierra Setyawan (Climate and Consultative Services)

Mr. Budi Waluyo (Seismologist, Dep. of Communication)

7. 世界銀行(The World Bank)

Ms. Maria Triyani (Operation Officer)

8. 国連開発計画(UNDP)

Ms. Tanya Aiwi

9. ボゴール農科大学

E.K.S. Harini Muntasib
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10. インドネシア教育大学理科数学科

Sri Redjeki, Dr. M.Pd.

Dr. Koichi Tokuda (Chief Adviser of JICA-IMSTEP)

Dr. Nobuhiro Kanaya (JICA – Expert on Biology Education)

久保木　勇(業務調整)

11. KEHATI 財団

Dr. Anida Haryatmo, MBA, Program Director

Ms. Suzanty Sitorus, Communication & Resource Development Manager

12. ボゴール植物園 NGO

Mr. Bian Tan (Programme Coordinator, Southeast Asia) Botanical Gardens Conservation

International (BGCI)

Mr. Hendrian (Research Coordinator, Center for Plant Conservation)

13. グヌンハリムン国立公園

Dr. Ir. Dwi Setyono, Head of National Park, Directorate General of Forest Protection and Nature

Conservation (PHKA), Ministry of Forest

14. 国際林業研究センター(CIFOR)

Dr. Takeshi Toma, Scientist, Rehabilitation of Degraded Tropical Forest Ecosystems

Ms. Yani Saloh, Communications Unit

15. バンドン地質学博物館

Dr. Didik Kosasih (所長)

Tatty Suwarti, Ir (シニア地質学者)

16. ガス会社(PT PERUSAHAAN GAS NEGARA CABANG BOGOR)

Mr. Mohammad Ali (Kusubag Material/Gudang)

17. チビノン開発計画局(Cibinong BAPPEDA)

Mr. Gunawan　(Business Head, Facility Region)

18. チビノン市役所

Mr. Anwar Anggana. S.T.

19. 電話会社(TELCOM)

Mr. Ayab Maulana
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20. 電力会社(PT. PLN(Persero)Unit Bisin UPJ Bogor)

Mr. Endang Rachmat, BE

21. ボゴール消防署

Mr. Adang Bachmat (Head )

Mr. Hendrian Sukmasaputra (Head of Offence Subdivision)

22. チビノン水道局

Mr. Triwalluyo（Sub Section Technical Cibinong Branch）

＜日本側関連機関＞

1. 在インドネシア日本国大使館

秋元公使

神長　建夫(書記官)

2. JICA インドネシア事務所

神田　道夫(前所長)

加藤所長

大竹　祐二(次長)

内藤　智之(事務所員)

3. JICA 専門家

1) 生物多様性保全計画 II

森 　康二郎　（プロ技協チームリーダー）

岡本 俊直（自然環境調査・研究）

小林 浩（環境教育）

小澤 晴司（国立公園計画管理）

堰免　直樹　（調整員）

2) 林業省

黒瀬 英治（PHKA 行政アドヴァイザー）

Mr. Sayama Hiroshi(生物多様性保全アドヴァイザー)



4.　当該国の社会経済状況







5.　ミニッツ(基本設計調査)



































6.　ミニッツ(第 2 次基本設計調査)











































































7.　ミニッツ(基本設計概要書説明調査)



















8.　基本設計概要表
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基本設計概要表

無償資金協力部業務第四課

1. 協力対象事業名

  インドネシア国生物多様性保全センター設立計画

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性

(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性

　我が国はインドネシアが、

  (ｲ) 貿易・投資等の面で我が国と密接な相互依存関係を有し、我が国にとって政治・経済

面において重要な存在であること、

  (ﾛ) 我が国の海上輸送にとって重要な位置を占めるとともに、石油、ガス等の天然資源供

給国となっていること、

  (ﾊ) 2 億人にのぼる人口規模を有し、ASEAN 諸国の中核となる国として東南アジア経済

の発展と安定のため重要な役割を担ってきていること、

  (ﾆ) 従来より貧困撲滅、地域格差是正等のため多大な援助需要があったことに加え、1997
年のアジア経済危機の影響によって社会経済情勢が不安定化し、現在は明るい兆しが見え始

めているものの、引き続き適切な経済改革の遂行及び新たな状況への対策を通じ、経済の回

復と民生の安定を図ることが課題となっていること

　等を踏まえ、援助を実施している。

(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性

　インドネシア国政府は「国家開発計画 2000-2004」において、国家開発のプライオリティ

のひとつとして「経済再建の促進、および国民経済システムに基づく持続的で公正な開発基

盤の強化」あげている。これを実現するために、「生物多様性を含む天然資源及び環境を管

理・保全し、持続可能な開発を目指し、国民の繁栄のために天然資源の最大活用を図る」と

している。また、1994 年に「イ」国の生物多様性保全の基本政策として「生物多様性国家

アクション・プラン」が策定され、国家目標が「インドネシアが生存と繁栄の基盤とする生

物多様性の賢明な保護ならびに保全」と定められた。

「イ」国政府は、生物多様性保全の科学的研究機関としてインドネシア科学院(LIPI)を任

命し、LIPI の生物学研究センター(RCB)が生物多様性保全及び利用に関する基礎的研究を

行っている。RCB は植物部、微生物部、動物部の 3 つの研究部門で構成され、動物部の研

究施設は我が国の無償資金協力によりチビノンに建設されたが、植物部及び微生物部はボゴ

ールにあり、さらに両部の研究施設はそれぞれ 2 ヶ所に分散され、学際的研究の妨げになっ

ている。また、いずれの研究施設も本来研究施設でない建物を利用し、かつ機材も旧式で不

十分であり、近代的な研究施設としては未整備な状況にある。

19 世紀初頭より貴重な生物多様性資源として約 130 万点の植物乾燥標本が、ボゴール植

物研究所に保管されている。標本は有毒な塩化水銀液で殺虫処理し、自然通風換気の中で保

管されているが、保存状態が悪い標本が多く、適切な修復と保存環境の改善が緊急の課題と

なっている。

LIPI を含む政府機関では生物多様性に関する環境教育の重要性が認識され、植物・微生

物部も環境教育活動を行っているが、専用の施設がなく情報発信施設が必要となっている。

このため、①生物多様性保全及び利用のための学際的及び基礎的研究の強化、②標本の保

存機能の強化、③環境教育機能の付加を行うために、チビノンにこれらの要求を満たす植物

部及び微生物部の研究施設の設立が求められている。

3. 協力対象事業の目的(プロジェクト目標)
LIPI の所有するチビノン市ライフサイエンスセンター内に生物多様性保全センターを建

設することにより、生物多様性保全及び利用のための学際的研究及び基礎的研究、植物標本

の長期保存、環境教育・啓蒙の強化が促進されることを目的とする。
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4. 協力対象事業の内容

(1) 対象地域

  インドネシア国全域

(2) アウトプット

  LIPI の所有するチビノン市ライフサイエンスセンター内に、生物多様性保全及び利用の

学際的研究、基礎的研究、標本の長期保存、環境教育を促進するための研究施設／機材が整

備される。

(3) インプット

【日本側】

  生物多様性保全センター施設の建設／学際的研究・基礎的研究・環境教育に必要な機材及

び標本修復に必要な資材

【インドネシア国側】

  建設用地の確保／建設用地の整地／電気・電話インフラ接続工事／門・塀・門衛所工事／

植栽工事／標本修復・移送

(4) 総事業費

  概算事業費　24.15 億円 (日本側　21.73 億円、インドネシア国側　2.42 億円：標本修復・

移送を含む)
(5) スケジュール

  詳細設計期間を含め約 22.5 ヶ月の工期を予定

(6) 実施体制

   実施機関：インドネシア科学院(LIPI)
   運営機関：インドネシア科学院生物学研究センター(RCB)
5. プロジェクトの成果

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模

① センターを利用する RCB 職員：165 人(植物部 110 人、微生物部 54 人、環境教育 1
人)

② センターを利用する外部研究者・学生：1,335 人程度

③ 生物多様性に依存し生活している全国民

(2) 事業の目的(プロジェクト目標)達成を示す成果指標

① 共同研究数の増加

・2002 年 15 件が 2010 年に 20 件以上

② 国際水準で保管される標本数の増加：

・植物乾燥標本：2003 年 20,000 点程度が 2007 年に 707,000 点程度

・ 植物液浸標本：2003 年 8,194 点程度が 2007 年に 50,000 点程度

・ 微生物標本：2003 年 864 点程度が 2007 年に 37,800 点程度

(3) その他の成果指標

    なし

6. 外部要因リスク(事業の目的(プロジェクト目標)の達成に関するもの)
① 移送に耐えない植物乾燥標本と液浸標本を移送前に修復する。

② 標本、既存実験機材・家具などを損傷なく移送する。

③ 運営維持管理費を含む継続的な運営維持管理体制を確立すること。

7. 今後の評価計画

(1) 事後評価に用いる成果指標

①  共同研究数

②  国際水準で保管される標本数

(2) 評価のタイミング

    移送後の 2007 年(標本数)、2010 年(共同研究数)
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調査名  インドネシア国生物多様性保全センター設立計画　基本設計調査

形態

図書・ビデオ
地図・写真等

1

PANDUAN PENGOLAHAN DAN
PENGELOLAAN MATERIAL
HERBARIUM SERTA
PENGENDALIAN HAMA TERPADU
DI HERBARIUM BOGORIENSE

図書 オリジナル

Herbarium Bogoriense-
Bidand Botani
Pusat Penelittian Biologi
Lembaga Ilmu
Pengetahuan Indonesia

標本の作製マ
ニュアル

2
Species and Functional Diversity of Soil
Microflora at Gunung Halimun
National Park

図書 オリジナル

Cooperation between:JICA
Biodiversity Conservation
Project
Research Center for
Biology,Indonesian
Institute of Sciences

2002

3 Bidang Botani Pusat Penelitian Biologi パンフレット オリジナル LIPI 不明

4 Herbarium Bogoriense パンフレット オリジナル LIPI 不明

5
Indonesian Institute of Science (LIPI)

カタログ
LIPIの紹介（2
種類）

6
Bindang Botani Pusat Penelitian Biologi
LIPI カタログ

RCB植物部の紹
介

7 Botanic Gardens of Indonesia パンフレット オリジナル LIPI 不明

8 Museum Zoologi Bogor
カタログ

ボゴール動物学
博物館

9 Indonesian Ethnobotanical Museum
カタログ

インドネシア民
族植物学博物館

10
Museum Fauna Indonesia Komodo

カタログ
Taman miniの
コモド博物館

11 Museum National Guidebook カタログ 国立博物館

12
CIFOR

カタログ
国際林業研究セ
ンター（3種

13

JICA Technical Cooperation Project for
Development of Science and
Mathematics Teaching for Primary and
Secondary Education in Indonesia
(IMSTEP)

パンフレット

JICAプロ技協パ
ンフ

14
Museum Geologi, Bandung

カタログ
バンドン地質学
博物館（3種

15
Gnung Halimun National Park

カタログ

グヌンハリムン
国立公園 (2種
類）

16
Kehati Annual Report (2000, 2001)

カタログ

キハチ財団年次
報告書（2000,
2001年）

17 Research Group Directory 図書 コピー
Deputy for Natural
Sciences, LIPI

1999

18

The Botanic Gargens of
Indonesia(Kebun Raya Indonesia)　and
Their Institutes for the Study of
Tropical Nature

図書 コピー

19
Master Plan of the Life Science Center
Cibinong

コピー

Tim Master Plan Life
Center Kedeputian
IPA(editor:P.E.Hehanussa,
APU)

20
Avocado Shoot Culture, Plantlet
Development and Net CO2 Enhanced
Environment

研究論文 コピー

 In Vitro Cell. Dev. Biol.-
Plant 35:238-244, May-
June 1999

1995
Botany Div. Dr.
Witjaksono

番号 発行機関 発行年 備考名称
オリジナ
ル・　コ

ピー
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21
Induction and growth characteristics of
embryogenic avocado culture

研究論文 コピー

Plant Cell Tissue and
Organ Culture 58:19-29,
1999.

1999
Botany Div. Dr.
Witjaksono

22
Isolation, culture and regeneration of
avocado(Persea americana  Mill.)
protoplasts

研究論文 コピー
Pkant Cell Reports(1998)
18:235-242

1999
Botany Div. Dr.
Witjaksono

23
Somatic Embrogenesis of
Avocado(Persea americana ) and its
Application for Plant Improvement

研究論文 コピー - 1998
Botany Div. Dr.
Witjaksono

24 Genetic Transformation of Avocado 研究論文 コピー - 不明
Botany Div. Dr.
Witjaksono

25
HIMPUNAN PERATURAN DI
BIDANG LINGKUNGAN SERI II: PP,
KEPEMEN, DII.

図書 コピー

PUSAT PENELITIAN
SUMBERDAYA
MANUSIA DAN
LINGKUNGAN(PPSML
UI) UNIVERSITAS
INDONESIA JAKARTA

1999

廃棄化学薬品の
処理に関する法
律

26 　 パンフレット オリジナル

JICA/LIPI/Gunung
Halimun National
Park/Directorate General
of Forest Protection and
Nature Conservation

2003

Gunung
Halimun
National Park
の概要

27

Warnadi, Sunarto and Muchlidawati
(1997) Pedoman Pelaksanaan
Pendidikan Kependudukan dan
Lingkunggan Hidup Untuk Guru SD.
Departemen Pendidikan dan
Kebudayaan. 179P.

Ministry of Education and
Culture,

1997

1)A Guide for
Inhabitant
Education and
Environment
for Elementary
School
Teachers)

28

Hoetomo, MPA　(2003) Kebijakan
pendidikan lingkungan hidup sebagai
salah satu upaya pengelolaan
lingkungan hidup yang baik di masa
yang akan datang.

The State Ministry of
Environment,

2003

1)The Policy of
Environmental
Education as
One of Efforts
for
Environmental
Management in
the Future)

29
Yni Tri Hewindat (2003) Evaluasi
pendidikan kependudukan dan
lingkungan hidup..

Department of National
Education

Evaluation of
Inhabitant
Education and
Environment

30

Project Working Group (2003) Model
pengembangan pendidikan tentang
hutan dan lingkungan bagi anak
sekolah.

Department of Forest
Resources Conservation,
Faculty of Forestry, Bogor
Agricultural University

31

Anonymous (2001) The development of
environmental education in Indonesia.
Conservation and Environmental
Education

Department of Forest
Resources Conservation,
Faculty of Forestry, Bogor
Agricultural University.

2001

32

E.K.S. Harini Muntasib. Environmental
education policy at international,
regional and national level.
Conservation and Environmental
Education Working Group,

図書

Department of Forest
Resources Conservation,
Faculty of Forestry, Bogor
Agricultural University

33
Biology Curriculum and Syllabi <Pre-
service>, 2000.

JICA-IMSTEP and
Department of Biology
Education, Faculty of
Mathematics and Scientific
Education, Indonesia
University of Education.
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34

Anonymous (1957) The Botanic Gardens
of Indonesia (Kebun Raya Indonesia)
and their institutes for the study of
tropical nature.

Ministry of Agriculture of
the Republic of Indonesia.

35

The Team for the Master Plan of the
Life Science Center Cibinong (1995)
Master plan of the Life Science Center
Cibinong. LIMNOTEK, Vol.3. No.1, 1-
34.

36
Kebun Raya Bogor and UNDP. Center
for Environmental and Communication
(CEEC)

37
生物多様性保全と国際開発協力. 環境研究

2002 No. 126. 86-95.

38
インドネシア共和国　セクター・イ
シュー別基礎資料 2001年版（第1巻、第2
巻）

図書 オリジナル

39

インドネシア共和国 セクター・イ
シュー別基礎資料同上 2003年版（未発

表ドラフト）① 17-2. 自然環境保全 (黒瀬

専門家)② 森林の保全と造成（仮称）③
教育セクター

40 Have a memorable day in Bogor パンフレット コピー 不明
ボゴールの教
育・研究施設の
案内

41 Bappenasの組織・機構の改編および一部
幹部の人事異動

図書 コピー 奥山明、Bappenas 2001

42 17-2自然環境保全 図書 コピー 専門家作成 不明

43
セクター基礎資料、森林の保全と造成(仮
称)

図書 コピー 田中 2003

44
MANAGEMENT POLICY OF THE
HERBARIUM BOGORIENSE

パンフレット オリジナル

Elizabeth A. Widjaja,
Johanis P. Mogea, RCB,
LIPI

2002

45
インドネシアへの投資案内(改訂版)2003
年1月（JICA)

図書 オリジナル
インドネシア共和国投資調
整庁（B.K.P.M.）/国際協力
事業団

2003 投資ガイド

46

National Biodiversity Information
Network (NBIN)　Project Preparation
Technical Assistance　Final Report to
the Asian Development Bank　January
1999

プロポーザル オリジナル
Associates in Rural
Development, Inc.

1999

47 教育セクターの概要 図書 コピー
初等中等教育計画/国民教育
省　執筆担当者：高澤　直
美

不明

48 RCB Annual Report抜粋の英訳文 図書 コピー LIPI, RCB 不明 RCB活動報告書

49
IBSAP抜粋の英訳 (第6章、国家生物多様

性行動計画2003–2020)
図書 コピー BAPPENAS 不明 BAPIの改訂版

50
An Alphabetical List of Plants Species
Cultivated in the Bogor Botanical
Garden 2001

図書 オリジナル

Republic of INDONESIA、

Indonesia  Institute of
Science, Botanical Garden
of Indonesia

2001 ボゴール植物園
の植物品種

51

Implementation Completion Report (TF-
28657) on a Grant In the amount o
US$7.2million to the Republic of
Indonesia for Biodiversity Collection
Project 09/17/2001

報告書 オリジナル The World Bank 2001 GEF完了報告書

52
インドネシアへの投資案内(改訂版)2003
年1月

図書 オリジナル

インドネシア共和国投資調
整庁（B.K.P.M.）/国際協力

事業団（JICA）

53 Laporan Tahunan 図書 オリジナル RCB, LIPI 2002

54
LIPI Microbial Collection, Catalogue of
Strains

図書 オリジナル RDCB, LIPI 1996
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55
Proceedings of International Conference
on Mycorrhizas in Sustainable Tropical
Agriculture and Forest Ecosystems

図書 オリジナル
RDCB, LIPI, IPB, Univ. of
Adelaide

1999

56
Indonesia Biodiversity Information
Center

パンフレット オリジナル RCB, LIPI, JICA 2003
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10.　インドネシア国側負担経費積算根拠

（1US$ ＝ 9,099.30 Rp = 116.79 円）

(1) 建設工事関連費用

1) サイト内の整地(残材処分を含む)

敷き均し：   ブルドーザー　605,000 Rp/日 x 10 日間 = 6,050,000 Rp

同上残材処分：38,000 Rp x 0.05 m x 45,800 ㎡ = 87,020,000 Rp

1) - 計 93,070,000 Rp

2) サイト内の植栽工事：今後「イ」国側で、標本庫へ虫が寄りつきにくい樹木などで計画さ

れ、その後積算される。

3) 門・塀・門衛所工事：有刺鉄線塀を除き既存動物標本館と同じ仕様

a) メインゲート(壁付)： 32,700,000Rp x 1 ヶ所 = 32,700,000 Rp

b) 守衛所： 69,100,000 Rp x 1 ヶ所 = 69,100,000 Rp

c) サブゲート(柱付)： 16,400,000Rp x 2 ヶ所 = 32,800,000 Rp

d) 正面塀： 760,000 Rp x 170 m = 129,200,000 Rp

e) 有刺鉄線塀： 23,000 Rp x 810 m = 18,630,000 Rp

3) - 計 282,430,000 Rp

(2) インフラ接続工事

1) 電力引込

想定契約電力： 875kVA

接続工事費： 250,000 Rp/kVA x 875kVA = 218,750,000 Rp

保証金： 156,000 Rp/kVA x 875kVA = 136,500,000 Rp

1) - 計： 355,250,000 Rp (税別)

2) 電話引込

引込み：10 回線

接続工事費： 400,000 Rp/回線 x 10 回線 = 4,000,000 Rp

申請料： 450,000 Rp/回線 x 10 回線 = 4,500,000 Rp

2) - 計： 8,500,000 Rp (税別)

(3) 契約金額支払手数料(契約金額の 0.1%)：

契約金額 x 0.1% = 約 2,357,000 円 (183,638,000 Rp)

(4) 銀行取引における支払授権書(A/P)および修正支払授権書発行手数料：

10,000 円/発行 x 8 回 = 80,000 円 (6,233,000 Rp)

(5) 一般家具・備品の調達 (既存家具・備品の移設を前提としており新規調達費用は発生しない。)：

0 Rp
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